第20回　小山市地域公共交通会議　議事要旨

■開催の概要
　□日　　時：平成26年5月22日　10:00～11:10

　□会　　場：中央公民館　第１研修室

　□出 席 者：生井（１号委員）、大山、中島、生沼、大橋（代理：福島）（以上、２号委員）、島田、鉢村（以上、３号委員）、山中、椎橋、福田、川又、岡田（以上、４号委員）、久米（５号委員）宮本、江連、鈴木（以上、７号委員）、永井（９号委員）、野口、山本、大森、船山（代理：亀山）、間中（以上、10号委員）　計22名
　□内　　容：

（1）平成２５年度事業報告について
（2）新市民病院線検討中間報告について
（3）公共交通利活用促進副読本無料券について
 (4) その他　
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（1）平成２５年度事業報告について

平成２５年度の事業（実証運行、利用促進事業、協働の取り組み、新市民病院線の検討、補助事業の活用、等）について、事務局より資料に基づき説明があり、質疑応答ののち了承された。
（2）新市民病院線検討中間報告について

新市民病院への交通アクセスの整備について、事務局より資料に基づき説明があり、質疑応答ののち了承された。
（3）公共交通利活用促進副読本無料券について
事務局より資料に基づき説明があり、質疑応答はなく了承された。
（4）その他
①第４回おーバス絵画コンテストの実施について
事務局より資料に基づき説明があり、質疑応答はなく了承された。
②大谷中央線の運行車両について
大山委員（大山タクシー）より、「大谷中央線はマイクロバスによる運行を実施しているが、利用者の増加に伴いより大型の車両に入れ替える必要があり、事務局と調整を進めている。」との報告があった。
（以　上）

■主な質疑応答
（1）平成２５年度事業報告について

（委員）

補助金が減っているとの報告だが、その理由は？

（事務局）

利用者の増加による収入の増加、運行委託契約に際しての費用削減による支出の減少により、収支が改善されているためである。併せて国の補助事業の活用もあり、実質的な市の補助金負担を１億円以下とすることができている。
今後もより一層利便性を高め、収支を改善すれば、補助金もさらに減っていくと思われる。小山市のコミュニティバスの収支は県内でもトップクラスであるとのことである。

（委員）

すばらしい実績をあげていると思う。デマンドバスについては少しずつ利用者も増加しているようであるが、目標はどのように考えているのか？

（事務局）

地域の対象人口の３割が利用者登録することを当初目標にしていたが、ハードルが高すぎるのではとの指摘が委員会でもあり、見直しを検討したい。引き続き利用者増加の取り組みは続けていく。

（委員）
老人会への説明を集中していくとのことだが、自転車に乗れないため長距離を歩いている障がい者の方々がいると聞いているので、このような方々のことも考慮して欲しい。

（事務局）
現状では登録を呼びかけても、説明会に来てくれる人たちは、自家用車やバイクなどを運転でき、「まだ元気だからいい」との反応が多い。障がい者の方々を含めて利用促進や利用者登録の呼びかけ、ＰＲを続けていきたい。また、今年はエリア内の世帯へのチラシ配布による周知も考えている。
（2）新市民病院線検討中間報告について

（事務局／補足説明）

・これまでに各地区の懇談会で説明を重ね、意見を集約してきた。

・小山駅西口からのアクセスについては、事務局案ルート（資料図面の赤ライン）に対して粟宮地区では、「通勤時間帯の渋滞が激しいのではないか、近くを走る駅東循環線で需要はカバーできるのではないか」との意見があり、粟宮地区を経由するルート（資料図面の青ライン）を検討して欲しいとの要望があった。

・間々田駅東口からのアクセスについては、事務局案ルート（資料図面の赤ライン）に対して「間々田ガーデン経由の道が整備されたので、所用時間の面でもこちらのルート（資料図面の緑ライン）がいいのではないか」との意見もあった。
・最終的なルートについては、委員会の意見や現地調査などの結果を参考に決めていきたいと考えている。

（委員）
地元の意見も聞いて最終的に決定していくものと思うが、利便性だけでなく、交通安全や道路管理者の意見を聞いて決めていただきたい。
（委員）
作成された基本方針をもとにダイヤなどを検討するとのことだが、説明のあった小山駅や間々田駅からのルートについてはこれで確定したということなのか？

（事務局）
概要版のp35以降に基本方針をとりまとめているが、説明したルート案は協議のたたき台であり、これから関係各方面の意見を聞いて検討を進めていく予定である。

（委員）
新市民病院へのアクセス案について、駅東循環の延伸については、具体的な要望を市から運行業者へ伝えているのか？

（事務局）
市としては「延伸によるアクセス実現」を要望したが、詳細についてはまず業者サイドで具体的な運行案を検討したうえで調整を進めて行く予定である。
（委員）
駅東循環線はかなり利用者が伸びてきており、その輸送力の増強と今回の病院対応を合わせて考えている。道路の状況や他路線との競合などを含めて調整し、運行内容を検討中である。
（委員）
小山駅西口からのルート案にある「消防署前（仮）～設置予定（仮）」については小山野木線の道路整備や住宅建設も進んでいる。それらを総合的に考慮して、検討を進めて欲しい。

（委員）
小山駅西口からのアクセスについては、今の意見と、赤ルートと青ルートの調整の両方の検討課題があるということだ。
（事務局）
小山駅西口からのアクセスについては、新市民病院の移転の他に健康の森の整備計画も含めて、総合的に検討を進めていく必要もある。まずは、現状の道路で安全に運行できることが大切であると考えている。

（委員）この会議で早急にルートを決めなければいけないということではなく、いろいろと意見を出していく段階だと思う。
まずはルート選定の前提条件を確認することが大切である。新市民病院線は、病院利用者の利便性を優先するのか、沿線住民の利便性を優先するのかを判断しないといけない。例えばデマンド交通が利用できる地域であれば、沿線住民の利用者を増やすために遠回りするのでなく、病院利用者が速く快適に病院に行けることを優先するべきと思う。

(事務局）
新市民病院へのアクセスは、小山市のバスネットワークの基本方針に沿って、小山駅及び間々田駅を起点に乗り継ぎを含めてルートを考えていくこととなる。また、間々田駅の東側地区及び大谷中南部地区については、デマンドバスで直接アクセスできる地区となる。
